
【エクアドル経済：２０２２年３月】 

 

経済指標 

国税庁（SRI）は、２０２２年１月～２月における徴税額は２億９，２００万米ドルを記録し、前年比＋１５％となっ

た旨明らかにした。SRI のアンドラーデ事務局長は、この増収は全国で実施されている納税の確認及び管理、そ

してエクアドル経済の回復によるものであると指摘している。付加価値税（ＩVA）は前年比＋２４％（１３億７，２００

万米ドル）、所得税については前年比＋４％（７億４，０００万米ドル）にのぼっている。 

 

国際機関 

クエバ経済財務大臣を交渉団長とするエクアドル政府当局は IMF のミッションと実務会議を行い、当初２０２１

年末に開始する予定であった同機関による第４回レビューの開始を発表した。IMF ミッションは今後数日間にわ

たり、エクアドル国内の様々な公共・民間・市民社会組織とハイブリッド形式の会議を行う予定。同レビューが承

認された場合、エクアドルは IMFから７億米ドルの融資を受ける見込みで、２０２２年中にさらに１０億米ドルの追

加融資が予定されている。 

 

二国間関係 

（１）韓国と貿易交渉が再開 

３月２日、エクアドルのプラド生産貿易投資漁業大臣は韓国のヨ貿易大臣と会談を行い、戦略的経済協力協

定（SECA）の共同宣言に署名し、同国との協定交渉を再開した旨発表した。韓国との交渉は６年ぶりの再開とな

り、プラド大臣は年内の協定締結を目指すとしている。両国は共同宣言の署名を以って、太平洋同盟及び

CPTPPへの加盟に向けた相互努力を強化し、戦略的パートナーとして協力することを確認した。 

 

（２）エクアドル産エビのロシアへの輸出を停止 

エクアドル国内のエビ輸出業者は、ロシア市場向けのエビの注文停止を決定した。今回の措置は、同地域へ

の商品の配送が物流上困難であることに加え、ロシアに対する経済制裁がエクアドルの輸出業者への支払いに

影響を及ぼすことを懸念してのものとなっている。エクアドルにとって、ロシアは中国、米国、EU 等に次ぎ６番目

のエビの輸出先であり、２０２１年には１億４，２０００万米ドル相当のエビを輸出しており、金額及び量ともに近年

大幅に成長している。 

 

（３）チリでのビジネス・フォーラム開催 

ラッソ大統領はチリのボリック新大統領就任式に出席するため同国を訪問し、３月１０日、１６０名以上のビジ

ネスマン向けにエクアドル・ビジネス・フォーラムを実施。同フォーラムにおいてエクアドルの代表団は、原油、鉱

物、通信、エネルギー、インフラ、観光等の戦略的分野における総額３００億米ドルにのぼる投資案件を紹介し

た。 

 

（４）ペトロエクアドル、ペトロタイディアと２０２４年までの原油売買期間の延長を交渉 

ペトロエクアドルはタイのペトロタイランディアとの原油売買契約の再交渉に関する協議を開始した。２０２２年

までとなっている納入期限を２０２４年まで延長し、各期における納入量の負荷軽減を目指すことを目的とする。



現在ペトロエクアドルはペトロタイランディアに加え、中国のペトロチャイナ及びユニペックに対し１億３，５６０万

バレルの原油が納品待ちとなっており、ラッソ政権は現在中国とも契約の再交渉を開始している。 

 

ウクライナ情勢 

（１）原油価格が１米ドル上昇するごとに４，８００万米ドルの純利益が発生 

経済財務省は、原油の国際価格上昇によるエクアドルの収益を試算しており、クエバ経済財務大臣は原油価

格が１米ドル上昇するごとに年間４，８００万米ドルの追加収入が生じるとしている。２０２２年国家予算において

は、原油の平均価格の見積もりが５９．０２米ドル／バレルとなっているが、３月１０日、ウクライナ情勢による原

油の供給不足を受け WTI価格は１０６．０２米ドルまで高騰している。 

 

（２）バナナ農園５万ヘクタール及び約２６０万人の雇用が危険に 

ウクライナ情勢により、エクアドルのバナナ産業において２６０万人の雇用及び５万ヘクタールの農地が危機

にさらされている旨政府関係者が明らかにした。１週間で４０万箱のバナナの輸出が滞り、結果４００万米ドルの

損失が生じており、今後その額は増加していく見込み。バナナ産業が生み出す雇用を守るため早急な対策が必

要となっており、３月１４日、生産者は農牧省及び外務省と会合を行い、状況分析を行う予定。 

 

（３）ウクライナ戦争による損失は週２５０万ドル 

エクアドル輸出業連盟（FEDEXPOR）はウクライナ情勢によるエクアドル経済への影響に関する報告書を発表

し、国内産業にとって週２５０万米ドルの損失が生じている旨明らかにした。物流面では、港の封鎖による輸送

の遅れや運休が発生しており、経済的にはロシア・ルーブルの暴落によるエクアドル産製品の価格高騰等が問

題となっている。中でも最も影響を受けている産業の一つが生花であり、輸出の４割がユーラシア市場向けとな

っており、同地域での収益は年間７，０００万米ドルにのぼる。 

 


